
～気づきから発見そして活用へ～

活動組織の活動事例より

Ⓒ滋賀県世代をつなぐ農村まるごと推進協議会 事務局

令和5年度 農村まるごと保全地域研修会

資料3-2

本日お話する内容

•地区の概要

•活動組織の構成

•年間予算額

•農地維持活動の取組み

•資源向上（共同）活動の取組み

•地域資源の発掘



≪農用地≫
対象農用地面積 約 ３３ha

≪農業用施設≫
水路 開水路 約 7.7km

パイプライン 約 0.6km

農道 約 4.0km

地区の概要
東近江市平松町

世帯数 １０８世帯
人口 ２８３人
自治会員 ７１世帯
農家数 ２４戸
農事組合法人 １法人

（令和元年時点データ）

湖東記念病院

湖東びばり幼児園

活動組織の構成

自治会

自警団

松寿会

子供会 女性会

農業者

地域住民
参加型

代表 １名
副代表 ２名
書記 １名
会計 １名
役員 ２名
監査役 ２名

組織の
役員

組織の
役員

YU・ME



年度 ふるさと平松を守る会 主な動き

平成19年度
「世代をつなぐ農村まるごと保全向上対策」 スタート
（農地・水・環境保全向上対策）

平成20年度 一筆分水舛塩ビゲート設置(H19～H21）

平成21年度 環境こだわり取り組みが評価されその功績が市長より表彰される

平成22年度 専門家を迎え生き物観察会を実施

平成23年度 体制整備構想策定

平成24年度
「世代をつなぐ農村まるごと保全向上対策」 2期目スタート
（農地・水保全管理支払交付金）東近江市と協定締結

平成25年度 11月27日自治会竣工式

平成26年度
新たな「世代をつなぐ農村まるごと保全向上対策」 スタート
（多面的機能支払交付金）「多面法」により安定した制度

平成27年度 地域資源保全管理構想策定

平成28年度 東近江市農村まるごと保全広域協定参加決定

平成29年度 広域組織発足 広域組織主催 生き物観察会実施

平成30年度 広域組織主催 生き物観察会実施、台風21号被災、地域資源の発掘、視察の受け入れ等

★広域組織に参加するための書類

○広域協定参加同意書

以下の書類を一緒に添付

◇現在ある協定エリア図

◇対象農用地一覧表

◇現在ある参加同意書

議案第3号

東近江市農村まるごと保全広域協定に

参加することについて

東近江市農村まるごと保全広域協定に参加するため、別紙の参加同意書

提出することについて議決を求める。

平成29年1月8日

ふるさと平松を守る会



交付金および日当単価について 令和４年度決算

【農地維持支払交付金】

対象面積×単価

３，３４６a×２，２００円/１０a= ７３６，１２０円

【資源向上支払交付金（共同】

対象面積×単価

３，３４６a×１，３００円/１０a= ４３４，９８０円

計 １，１７１，１００円 ----a

広域組織運営拠出金 ４６，８４４円 ----b

組織配分額(a-b)   １，１２４，２５６円 ≒ １，１２４，０００円

日当単価：９００円/時間

年間予算額（令和４年度決算書より）

項目 決算額 （円） 摘要

１ 支援交付金 １，１２４，０００ 東近江市農村まるごと保全広域協定運営委員会より

２ 預金利子 ４

計 １，１２４，００４

項目 決算額（円） 摘要

１ 日当 ３６０，０００ 活動参加者に支払った日当

２ 購入・リース費 ８０，８９９ 資材の購入費、機械等の借上げ費、花苗代など

３ 外注費 ５５０，０００ 補修・更新等の工事等に係る建設業者等への外注費

４ その他支出 １３３，１０５ 保険料、文具代、草刈機の燃料代、お茶代など

５ 返還 ０ 返還金

６ 次年度への持越（残高） ０

計 １，１２４，００４

収入の部

支出の部



農地維持活動の取組み

※番号等は国が定める活動指針及び活動要件による。

【農地維持活動】 地域資源の基礎的な保全活動
点検・計画策定 （点検）

１ 点検

【必須】



【農地維持活動】地域資源の基礎的な保全活動

点検・計画策定 （計画策定）

２ 年度活動計画の策定

【必須】

【農地維持活動】地域資源の基礎的な保全活動

研修

３ 事務組織運営に関する研修、機械の安全使用
に関する研修

※機械の安全使用に関する研修（R2から必須）

【必須】



【農地維持活動】地域資源の基礎的な保全活動

実践活動 （農用地）

４ 遊休農地発生防止のための保全管理

計画 実施 備考

○ ✕
遊休農
地はな
かった。

【必須】

【農地維持活動】地域資源の基礎的な保全活動

実践活動（農用地）

５ 畦畔・法面・防風林の草刈り

【必須】



【農地維持活動】地域資源の基礎的な保全活動

実践活動（水路）

７ 水路の草刈り

※一級河川（河川愛護）は交付金対象外

【必須】

【農地維持活動】地域資源の基礎的な保全活動

実践活動（水路）

８ 水路の泥上げ

【必須】



【農地維持活動】地域資源の基礎的な保全活動
実践活動（水路）

９ 水路付帯施設の保守管理

【点検結果に基づいて
実施の必要性を判断
する取り組み】

【農地維持活動】地域資源の基礎的な保全活動

実践活動（農道）

１０ 農道の草刈り

【必須】



【農地維持活動】地域資源の基礎的な保全活動

実践活動（農道）

１２ 路面の維持

【点検結果に基づいて
実施の必要性を判断
する取り組み】

【農地維持活動】 地域資源の基礎的な保全活動
共通
１６ 異常気象時の対応

【必須】



【農地維持活動】地域資源の基礎的な保全活動
共通
１６ 異常気象時の対応

計画 実施 備考

○ ○

（例）台風・大雨
後に点検した結
果、異常はな
かった。（○月
○日点検実施）

計画 実施 備考

○ ✕

(例)異常気象

の発生はな
かった。

【必須】

【農地維持活動】地域資源の適切な保全管理のための推進活動

２０ 地域住民との意見交換・ワークショップ・交流
会の開催

【選択】
１つ以上実施



【農地維持活動】地域資源の適切な保全管理のための推進活動

１７ 農業者による検討会の開催

【選択】
１つ以上実施

資源向上(共同）活動の取組み



【資源向上活動（共同）】施設の軽微な補修

機能診断・計画策定 （機能診断）

２４ 農用地の機能診断

【必須】

【資源向上活動（共同）】施設の軽微な補修

機能診断・計画策定 （機能診断）

２５ 水路の機能診断

【必須】



【必須】

【必須】



【資源向上活動（共同）】施設の軽微な補修

機能診断・計画策定 （機能診断）

２６ 農道の機能診断

【必須】

【資源向上活動（共同）】施設の軽微な補修

研修

２９ 機能診断・補修技術等に関する研修

【必須】



【資源向上活動（共同）】施設の軽微な補修
実践活動（農用地）

３０ 農用地の軽微な補修等

【機能診断結果に基
づいて実施の必要性
を判断する取り組み】

【資源向上活動（共同）】施設の軽微な補修
実践活動（水路）

３１ 水路の軽微な補修等

【機能診断結果に基
づいて実施の必要性
を判断する取り組み】



購入品

•資材を購入し構成員が施工します。

【機能診断結果に基
づいて実施の必要性
を判断する取り組み】

【資源向上活動（共同）】施設の軽微な補修
実践活動（農道）

３２農道の軽微な補修等

【機能診断結果に基
づいて実施の必要性
を判断する取り組み】



【資源向上活動（共同）】農村環境保全活動
計画策定
テーマ：生態系保全

水質保全
景観形成・生活環境保全

３４生物多様性保全計画の策定
３５水質保全計画、農地保全計画の策定
３６景観形成計画、生活環境保全計画の策定

【選択した取り組みについて、基本方針、保全方法、
活動内容など示した計画を毎年度策定する。】

【資源向上活動（共同）】農村環境保全活動
テーマ：生態系保全
３９ 生物の生息状況の把握

【選択】
１つ以上実施



【資源向上活動（共同）】農村環境保全活動
テーマ：生態系保全

３９ 生物の生息状況の把握

【選択】
１つ以上実施

【資源向上活動（共同）】農村環境保全活動
テーマ：生態系保全

３９ 生物の生息状況の把握(広域組織）

【選択】
１つ以上実施



【資源向上活動（共同）】農村環境保全活動
テーマ：生態系保全

３９ 生物の生息状況の把握(広域組織）

調査時期
画集「時空

の旅」
p50記載

生き物観察
会

生き物観察
会（広域）

生き物観察
会（広域）

　　名称 1994秋
2010年
7月4日

2017年
7月27日

2018年
8月21日

アユ ○

フナ ○ ○ カンゾ（ふなの子）

ドジョウ ○ ○ ○ ○

ヨシノボリ（ドチンマ） ○

ゴリ（ドチンマ） ○ ゴリは大豆と一緒に煮る。

タモロコ（モロコ） ○

うなぎ ○

カワムツ（アカムツ,ムツ） ○ ○ ○ ○

ドンコ ○ ○ ○ ○

アブラボテ ○ ○

オイカワ 過去に生息していた魚

タナゴ（ボテジャコ） 〃

コイ 〃

（　　）に記載は地元の呼び名

備　考

【選択】
１つ以上実施

【資源向上活動（共同）】農村環境保全活動
テーマ：水質保全

４２ 水質モニタリングの実施・記録管理

【必須】
県基本方針



【必須】
県基本方針

【資源向上活動（共同）】農村環境保全活動
テーマ：水質保全

４２ 水質モニタリングの実施・記録管理

【必須】
県基本方針



単位：cm

上流がきれいで下流が汚れて
いる場合、地区内から濁水が
流れている可能性がある。

【必須】
県基本方針

【資源向上活動（共同）】農村環境保全活動
テーマ：景観形成・生活環境保全

４５ 植栽等の景観形成活動

【自由選択】
地域の意向により



【資源向上活動（共同）】農村環境保全活動
テーマ：景観形成・生活環境保全

４５ 植栽等の景観形成活動

【自由選択】
地域の意向により

【資源向上活動（共同）】農村環境保全活動
テーマ：景観形成・生活環境保全

４６ 施設の定期的な巡回点検・清掃

【自由選択】
地域の意向により



【資源向上活動（共同）】農村環境保全活動
テーマ：景観形成・生活環境保全

４７ その他（景観形成・生活環境保全）
□農業用水の地域用水としての利用管理

【自由選択】
地域の意向により

【資源向上活動（共同）】農村環境保全活動
啓発・普及

５１ 啓発・普及活動（広報活動）

※農村環境保全活動に対する地域住民等の理解を深めるために、・・・・・

【選択】
１つ以上実施



【資源向上活動（共同）】農村環境保全活動
啓発・普及

５１ 啓発・普及活動（地域住民等との交流活動）

※農村環境保全活動に対する地域住民等の理解を深めるために、・・・・・

【選択】
１つ以上実施

【資源向上活動（共同）】多面村的機能の増進を図る活動

６０ 広報活動・農的関係人口の拡大

※多面的機能支払交付金の活動に対する多様な主体の参画の促進や
地域外からの呼び込みによる農的関係人口の拡大のために、・・・・・

【選択】
１つ以上実施



地域資源の発掘

地域
資源
地域
資源

何もない

気づき

お宝発見

活用へ

例：伝統食

農業生産物

風 景

歴 史

文 化

人

もの
（今は使われな
くなったものを

含む）



【農村環境保全活動】 啓発・普及

地域住民等との交流活動

写真提供:
愛荘町立愛知川
びんてまり館
・愛知川図書館

資料提供:成瀬國晴氏資料提供:成瀬國晴氏



資料提供:成瀬國晴氏

資料提供:成瀬國晴氏



地域資源の発掘（何もない？）

• 誇れる資源は何もないと思っていた。

成瀬國晴氏のイラスト画「時空の旅」をみて

（昭和19年から終戦までの約1年間平松町東方寺に集団疎開され、体
験された農村生活を偲びイラスト画にされたもの）

• 新たな気づき

イラスト画「時空の旅」は平松町の宝であり、後世に伝えていくべきも
のである。

自然・歴史・文化・風土・人も「地域の宝」であり地域資源である。

農家の蔵農家の蔵



ご清聴ありがとうございました。


